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１．研究の背景・目的 

 今日日本は超高齢社会へと移行しつつある．その

ため，高齢者にとっての生活サービスの確保が極め

て重要である.また,平成23年版交通安全白書によれ

ば,65 歳を超えると自動車の運転の危険性が急激に

高まる.自家用車の送迎以外で,高齢者が自由に移動

するためには，公共交通を含むバリアフリーの移動

環境が必要である． 

アクセシビリティに関する研究はこれまで数多く

存在し，主に累積機会型の指標，指数型の指標，確率

効用理論に基づく指標を用いてアクセシビリティ評

価を行い，個人属性の違いが及ぼす影響を分析した

り，利便性向上の施策の検討を行っている．例えば，

寺山ら 1)は滋賀県東近江市を対象に日常生活に欠か

せない買い物，通院行動を考慮した目的地選択モデ

ルを構築し，高齢者と非高齢者別にアクセシビリテ

ィ指標を算出し，問題地区の抽出を行っている．しか

し，アクセシビリティ指標の結果と住民の生活環境

の主観的な評価（満足度）の関係について分析してい

る研究は少ない． 

本研究では，高齢者を対象に，生活上必要とする施

設への移動しやすさを表す指標であるアクセシビリ

ティと住民の生活利便性の主観的な評価（満足度）の

関係を分析することを目的とする．  

 

２．研究対象 

 本研究の対象地域は，埼玉県さいたま市とする.地

域毎に特性があり，多様な地域で構成されてアクセ

シビリティ指標に差があると考えられるためである．

また，移動手段は徒歩，自転車，バスとし，高齢者が

利用する可能性がある手段を網羅している.対象施設

は病院，スーパーマーケットとした．これは，周辺に

多くあると便利な施設で個々のサービスの魅力を考

慮して解析するためである． 

３．使用データ 

 使用したデータは，数値地図 2500，国土数値情報， 

なびさい（http://navisai.com/）から入手し，ESRI 社の

ArcMap10.4.1 を用いて解析を行った． 

 

４．評価指標 

 アクセシビリティ指標は今までに累積機会（オポ

チュニティ）型の指標等がある．これは，ある基準地

点を中心とした到達圏内にどれだけ目的施設がある

か，その機会数の多さで基準地点のアクセシビリテ

ィを評価するというものである．これに対して，指数

型の指標は距離による減衰を考慮し，施設の個々の

サービスを表す魅力度指標を用いることが出来ると

いう特徴を持つ．その為，今回は下記の指数型のアク

セシビリティ指標を使用した． 

 

ACik,m =∑ 𝐷𝑗
𝑘𝑁𝑘

𝑗=1 𝑒−𝛽
𝑚𝑡𝑖,𝑗

𝑚

 （式 1） 

ACik,m：交通手段 m による施設の種類 k への 

i 地点のアクセシビリティ指標 

Nk   ：施設の種類 k の総施設数 

Djｋ   ：施設の種類 k の施設 j の魅力度指標 

𝑡𝑖,𝑗
𝑚    ：交通手段 m による i,j 間の所要時間 

βm   ：交通手段 m のパラメータ 

 

魅力度指標 Djｋについては，病院は，1 週間当た

りの診療日の多さ，スーパーマーケットは延床面積

とした．所要時間 tmi,jは，徒歩は分速 60m，自転車

は分速 180m と設定した．また，高橋・林 2)を参考

に，勾配が 10%～15%の道路区間では徒歩での移動

時間が 1.3 倍，16%～20％の道路区間では 2倍かか

るように設定した．有瀬 3)が調査を行ったフィール

ド実験を参考に，勾配が 10％以上の道路区間は自

転車で，通行できないようにして解析をした．な

お，後述の生活利便性実態調査を参考に徒歩は 30
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分以内，自転車は 30 分以内，バスは 60 分以内で移

動できるルートに限定した． 

 

５．生活利便性実態調査 

(1)調査概要 

住民の生活利便性の満足度の把握及び（式 1）の

パラメータ推定を目的に，埼玉県さいたま市見沼区

七里地区の一部（図 1の斜線部の市街化調整区域を

除く太枠で囲まれた地域）を対象にポスティング配

布で生活利便性実態調査を行った．配布は 2017年

11月 21日, 28日，30日，12月 1日の 4日間で行

い 4708部 

（18808票）を配布した．また，調査票に自治会名を

記載し自治会の区別ができるようにした．配布した

対象自治会を表 1 に示す．回収は概ね 1 週間の回答

期間を設け，配布時に同封した返信用封筒を用いて

郵送回収をした． 

 

 

図 1 生活利便性実態調査配布対象地域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 1 配布対象自治会 

 

 

(2)集計結果 

 返信用封筒の回収数は 819 部（1446票）で回収率

は 17.4%だった．また，個人属性について単純集計を

行い，回答者の 47%が 60代後半以上の高齢者で占め

ていることが分かった．そして，配布した町丁目に相

当する 2015年国勢調査小地域集計，年齢別のデータ

を用いて図 2 のように比較し，極端な偏りがないこ

とを確認した．また，商業施設への交通手段の割合を

図 3に，病院への交通手段の割合を図 4に示す． 

 

 

図 2 生活利便性実態調査と国勢調査の年齢層比較 
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図 3 商業施設への交通手段割合 

 

 

図 4 病院への交通手段割合 

 

 どちらの施設も，自転車の回答の割合が最も多く，

その次に徒歩の回答が多い結果となった．また，施設

の違いによって，交通手段の選択割合に大きな変化

は生じなかった． 

 

６．パラメータ推定 

 アクセシビリティ指標を算出する際に必要となる

（式 1）のパラメータβmを推定した．生活利便性実

態調査で実施したデータを用いて，石川 4)を参考に

（式 2）に示す距離減衰モデルを推定した結果得られ

たパラメータβmを用いた．その推定した結果を表 2

に示す． 

 

𝑇𝑖𝑗
𝑚 = 𝑘𝑉𝑖

𝑚𝑊𝑗
𝑚𝑒𝑥𝑝(−𝛽𝑚𝑡𝑖,𝑗

𝑚) （式 2） 

 

𝑇𝑖𝑗
𝑚 :交通手段 m による地区 i から地区 j への 

移動量 

𝑉𝑖
𝑚 :地区 i からの放出量 

𝑊𝑗
𝑚:地区 j への流入量     𝛽𝑚, 𝑘 :パラメータ   

𝑡𝑖,𝑗
𝑚：交通手段 m による i,j 間の所要時間 

 

 

表 2 パラメータ推定結果 

 

 

７．住民満足度との比較分析 

自治会毎にアクセシビリティ指標をまとめ，満足

度との関係について検討した．アクセシビリティ指

標の階級毎に満足度の平均値（1-5:値が大きいほど満

足度が高い）を求めた．その結果を図 5 に示す．ま

た，満足度は生活利便性実態調査において総合満足

度，施設までの移動満足度，施設のサービス満足度の

3 種類を調査した． 本概要では，徒歩でのスーパー

マーケットまでの移動の比較分析を示す． 

 

 

図 5 アクセシビリティ指標と満足度の関係 

 

満足度が低いという回答が少ないが，アクセシビ

リティ指標が低い自治会では満足度が低く，高い自

治会では，満足度が高い傾向があることを確認出来

た．また，アクセシビリティ指標が高い自治会では，

満足度に大きな差は生じないことが読み取れる．ア

クセシビリティ指標が低い自治会の満足度を上げる

施策を行うことが求められる．図 6 に徒歩でのスー

パーマーケットまでの移動のアクセシビリティ指標

算出結果と，満足度が低い問題となる自治会（赤色）

を示す．また，問題となる自治会はアクセシビリティ

指標が 850 以下で，総合満足度が 3 以下の自治会を

抽出した． 

パラメータt値 判定

徒歩 0.0478 -1.439

自転車 0.0266 -2.288 *
バス 0.0202 -2.789 **
**1%有意 *5%有意
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図 6 アクセシビリティ指標算出結果と問題地域 

 

 参考に，徒歩での病院までの移動のアクセシビリ

ティ指標算出結果を図 7 に示す． 

 

 

図 7 病院へ徒歩移動のアクセシビリティ算出結果 

 

 

 

８．まとめと今後の課題 

 徒歩，自転車，バスでのアクセシビリティを指数型

の指標によって評価し，アクセシビリティと住民の

生活利便性の主観的な評価（満足度）の関係を分析す

ることが出来た．今後の課題として，さいたま市外に

ある施設を対象に入れること，病院の診療科を考慮

すること等が挙げられる．これらの課題を解決すれ

ば，より現実的な分析が可能になると考えられる． 
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